
福山地域
移動課題マップ 福

山
福山移動課題マップは、福山市における地域の移動をめぐる課題を、構造的

に整理・可視化したものです。

1年目となる現在は、地域住民、行政、企業など、それぞれ異なる立場や領域

にいる多様な人々へのワークショップやヒアリングを通じて調査を重ね、移動

に関する困りごとや背景、その因果関係を丁寧に掘り下げてきました。こうし

た対話と調査を通じて、公共交通や高齢者の移動といった課題に加え、渋滞

をはじめとする福山ならではの移動の特徴も浮かび上がってきています。

本マップでは、そうした多様な声や視点から明らかになった移動課題を一つの

構造として整理し、福山市における移動の全体像を俯瞰できるように試みて

います。今後、具体的な実行やマイクロプロジェクトへとつなげていくための共

通認識の土台として位置づけられるマップです。

最終更新日：2026年1月31日

課題のまとまり

課題 課題

課題

ループ

因果関係

行政・
公的セクター 企業 住民

関連
課題

課題マップの見かた

さまざまな立場の方との対話や現地での調査を重ねながら、得られた声や気

づきをマップとして可視化していきました。以下は、本マップに関わる取り組み

を時系列で整理したものです。

課題マップができるまで

*1. 2020年の福山市の人口割合は0~14歳が13.4%、65歳以上は29.2% / *2. 観光客数は2015-2019年 約700万人/年だったが2020,2021年は半減 / 
*3. 路面バス利用状況 全くしない 約69% 年に数回 15.7%毎日利用 1.1％ / *4. 進学期流出者の37%「就職したい業種や職種が地元にない」を理由に
戻って来たいと思わないと回答 / *5. 運行系統の約80%が赤字うちに経常収支率が30％を下回るものが全体の2割 / *6. 転出超過(R1-R5年の累計) 
-3,630人で、うち15歳～19歳男女-541人、20～24歳就職期の転出-1,818人 / *7. 路線バスへの満足度約24%で不満度約38%を下回っている(R4) / *8. 
高校生の市外進学率58.0%(R6.8) / *9. 特に働き方の制約を受ける共働き世帯の率 約58% / *10. 路面バス利用者(R4)27.2% で、1年あたり3,813 千人 / 
*11. 「クルマなど、ほかに便利な手段がある」ために路線バスを使わない人が約87％（R4) / *12. 福山市の国道２号線の渋滞は全国ワースト２位 / *13. 子
育て中の女性の約6割が「仕事と子育ての両立が難しい」と感じている / *14. 免許保有率が男性 85％前後，女性 70％前後(R6) / *15. 井原鉄道を利用し
ていない人 93.6%(R4) / *16. 免許返納数 1,768名（R3） / *17. 新たな技術を活用した地域公共交通サービスの取組件数 1件(R4) / *18. 通勤での移動
は、自市内外問わず自家用車80%で、通学では自転車37%、電車30%が上位の結果 / *19. 65歳以上の単身世帯数は約23,000世帯を超える / *20. 外
出時に交通手段で困る人約30%で、うち約10％が外出することを諦めている / *21. 65歳以上の免許有数(R3) 80,383名で保有率(R4) としては男性
76.15%、女性50.9%

引用ソース: [*1,4,6,8,9,19] 福山みらい創造ビジョン 人口減少対策アクションプラン2025 / [*2,3,5,7,10,11,14,15,16,17,18,20,21] 福山・笠岡地域公共交通計画 / 

[*12] 福山市公式サイト内福山道路・幹線道路課 / [*13] 福山市地域戦略

2025年7月17日 キックオフワークショップ
プロジェクトの趣旨共有とともに、福山市における移動をめぐる困りごとや違和感を出し合い、
グループごとでの解決アイディアワークを実施。

2025年7月18日 公共向けワークショップ
行政・公共セクターの立場から、移動・交通に関する制度や運用、既存施策に関する課題や
制約を交通にとどまらず場に出すワークショップを実施。

2025年9月9日 企業向けワークショップ
企業活動や物流、通勤などの視点からの課題感を出し合うことで、移動が経済活動に与える
影響を共有し合うワークショップを実施。

2025年9月27日 住民向けワークショップ
日常生活の中で感じている移動の困りごとや工夫、実感に基づく声を共有。

2025年10月11日 企業の方への個別ヒアリング開始
ワークショップでは拾いきれなかった具体事例や背景を深掘り。

2025年10月12日 SNS広告を活用したアンケート開始
より広い層から移動に関する意識や傾向を把握し、仮説を検証。質問内容、回答地域などを
変えながら12月末まで実施。

2025年11月4日 鞆の浦フィールドワーク
実際の地域を歩き、地形や動線、現地ならではの条件を踏まえて課題を体験。

2025年11月5日 3セクター混合ワークショップ（住民・企業・公共）
これまでの対話と調査を通じて整理した移動課題マップを共有し、視点の違いをすり合
わせながら共通認識を形成。

2026年1月31日 成果報告フォーラム
これまでの活動のプロセスをあらためてまとめて振り返り、今後の実行や取り組みにつなげる
ための議論を実施。

地域住民の
働き手が
増えにくい

福山市に
流入してくる人が
増えづらくなる*2

行政職員の
仕事量が増え、

新しい事業や改善へ
の余力が失われる

非効率な事業が
温存される

行政内で
一度始めた事業を
止めづらくなる

行政が事業を
止める際の説明
コスト・政治的
リスクが高くなる

現状維持の判断が
強化される

公共交通での
不安や嫌な体験が

増える

観光客向けの地域
交通の情報発信の
優先度が下がる

観光に対する
行政の予算をかける
優先度が下がる

地域交通の
利用者が減る
（観光客等）*3

バスや地域交通の
情報がわかり
にくくなる

バスの情報発信の
予算が減る

観光目的の移動を
担う事業者の
収益が減る

観光時の
移動手段に対する
投資を増やし
づらくなる

観光時の
移動手段が

更新されづらくなる

観光するときの
利便性が

上がりづらくなる

民間企業との
連携が遅れる

制度変更に時間が
かかる

地域が自主的に
動きづらくなり、
行政への依存が
高まる

介護や地域活動の
担い手が減る

地域に新しい
機会が減り、
若者地元志向が
弱まる*6

福山駅周辺での
雇用が減る*4

ライドシェアや
オンデマンド交通が
普及しづらくなる

人手を十分に
確保しづらくなる

地域雇用や投資に
かける予算が減る

ビジネスの規模を
拡大しづらくなる

企業が抱える
コストが増える

サービスが
改善されにくくなる

行き先の魅力が
少なくなっていく

郊外・島しょ部の
人口が減る

進学や就職で
市外へ出る若者が

増える*8
経済的に

余裕がなくなる

学校や習い事と
自宅の距離が
遠くなる

保育園や職場を
選びにくくなる

家族の送迎の
負担が増える

家族の自由時間が
減る*13渋滞が増える*12融通がきく車の

移動が増える

免許返納や
運転制限が進むが、
代案が少なく
外出が減る*16

高齢ドライバーの
事故リスク・不安が

増える*18

車(免許)を
手放せない

高齢者が増える*21

徒歩での
移動が

しにくくなる*20

地域の生活の
利便性・魅力が

減る

バスの利便性が
減る*11

車の移動への依存
度が高まる*14

生活移動における
鉄道が議題に
上がりづらくなる

議題化されにくく、
市としての関与も
薄れやすい

市として
鉄道の利便性を
上げづらくなる

市が道路の
舗装に予算を
かけづらくなる

道路の
損耗・老朽化が

進む

車での移動が
しづらくなる

市内移動は
バスや車への
依存が高まる*10

道路の
維持・管理費が
増える

道路の舗装が
進みづらくなる

新しい取組や
実証実験を

進めづらくなる*17

そもそも
市の権限に
限界がある

公的サービスが
充足しにくくなる

鉄道駅を
使わなくなる
(生活圏から
遠い等）*15

市の財政的な
余裕が少なくなる

バスの運行本数が
減る*7

バスの予算や
担い手が不足し
改善されにくくなる

公共交通事業者の
収益が減る(赤字)*5

働き方の
制約を受ける*9

近所で頼れる人が
少なくなる*19

近所で送迎を
頼り合う習慣が

減る

近所の交流が
少なくなる

外出動機が
弱まっていく

経済停滞の 
ループ

観光交通の 
発信力低下の
 ループ

行政事業の 
硬直化
ループ

鉄道が 生活移動に 
使われなくなる
 ループ

道路が なかなか 
舗装されない 
ループ

免許返納したくても
なかなかできない

ループ

送迎が
大変な
ループ

地域での
助け合いが
減っていく
ループ

ほかの手段よりも
車依存が高まる
ループ

観光交通の 利便性が 低下する ループ

公共交通の 情報へ アクセスが 難しくなるループ

バス路線縮小と
 利用減
ループ

地域の 魅力が 
減少する
 ループ

少子化高齢化で 子どもが 減り高齢者の 割合が 増える*1 

地域特有の 文化や 資源、 特徴が 十分に 活用されていない 
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移動が不便になっていく

交通によって経済が停滞していく

移動時間に個人の時間が圧迫されていく

観光バス駐車難で
現場が混乱

交通に使える予算が
限られている

新しいことを
したくても、
日々の業務で
精一杯

若い社員が
地域活動に関わる
時間がない

地域との接点が
仕事以外にない

人口減少で
地元にお金が
回らない

お客が減って売上が
落ちている

地元循環減り、
今は大型店に
集中

イベントに合わせた
増便ニーズは
多い

地元の企業を
知らない
若者が多い

中心は
投資入るが
郊外は余力なし

人手不足で
営業できない

運転手不足に
加えて、

燃料費高騰で
赤字

物流車両が
渋滞で遅れる

介護職員が
高齢者の送迎まで

している

通勤時間に
バスがない

営業で使えない

結局、
補助金で

支えている構造

通勤しづらく
働き手に
敬遠される

従業員が
親の介護で休む

ガソリン代や
車の維持費が
重い

送迎に使う
社用車のコストが
上がっている

燃料費が上がって
利益が出にくい

補助金に
頼らないと事業が
回らない

バス・デマンド情報が
未整理

社員が
電車で通える
場所に

住んでいない

道路が
直らないから
通勤ルートが
限られる

道路の段差で
社用車の
タイヤが傷む

通勤ルートの
舗装が悪い

鞆の浦に行く
バスが少ない

福山駅の周りが
昔ほど活気がない

子どもが
地元の行事を
知らない

カラオケや
娯楽が少ない

夜遊ぶ場所がない

地域の情報が
若い人に届かない

若い人が
地域の行事に
出ない

公共交通に
楽しさや
魅力がない

通勤コストが
上がっている

気軽に
飲みに行けない

行きたい場所へ
歩いて行けない

家族の予定を
調整してもらうのが

負担

夜間は
タクシーが
捕まらない

夫は通勤、
妻が送迎、

だから収入の差が
広がる

子どもの
送り迎えで

仕事を短時間に
している

仕事の合間に
送らないといけない

介護・子どもの
送迎で勤務に
支障が出る

共働き家庭は
送迎を調整して
働いている

急に抜けることが
多い

家族の送迎で
遅刻・早退が
多くなる

送迎が必要で
職場を近くしか
選べない

送迎忙しく、
園と職場の距離が

鍵

学校まで
歩いて行けない

送迎
ボランティアの
高齢化で
続けられない

みんな
忙しくて
頼みづらい

送迎
ボランティア
望むが
担い手不足

昔は
近所で送り迎えを
頼めたけど、
今は難しい

頼まれても
責任が重いから

断る

地域で
助け合う人が
いなくなった

塾や習い事が
市街地にしかない

安全面も不安

送迎があるから
残業できない

バスがない
時間帯は
家族が車で
送るしかない

車なし
登園困難、
共働きは
1台限界

送迎で
ガソリン代が
月に1万円は
超える

バスなく
タクシー利用、
1回千円超

ひとり親だと
子どもの送り迎えが

難しい

市外で
就職する人が
多い

観光地の案内が
少ない

停留所に
貼ってある時刻表が

古い

どこで変更されたか
分からない

本数が少なく、
通勤通学以外
不便

駅近でも、
行きたい場所が
沿線にない

駅まで遠くて、
歩いて行けない

バスも
駅に行かない

福塩線の
本数が少なく
行き先が合わない

バスの時刻表が
難しい

行きたい場所が
あっても諦める

電車の話は出ず、
みんな車か
バスの話をする

鉄道に
手を出すより、
バス等の方が
即効性がある

電車より
バスの方が
生活に
関係がある

駅から
離れた地域が多く、
結局バスや
車が必要

坂道で滑る

雨の日に
水たまりができて
歩けない

歩道が狭く、
ベビーカーや
車いすが
通れない

割れた路面で
足を取られそう

免許を返したら
どこにも
行けなくなる

子どもに頼めず、
車しかない

タクシーで
威圧的な態度を
取られた

バスでの
トイレが心配

使い方が
わからないまま

公共交通の
利用者減少、
みんな車で
移動している

社員の通勤に
使えないから、
結局みんな車

バスがない
時間帯が多くて、
車を手放せない

バスの
本数が減って、
使いにくくなった

昔は本数多く、
今は減少し
数本

病院に行く時間に
バスがない

バス停が
遠い上に
本数が少ない

昼間の便がない
乗り換えに
失敗した経験が

怖い

朝の
通勤・通学の時間は
道路が混む

観光シーズンは
道路が混んで
通勤ができない

バスが渋滞で
時間通りに来ない

物流や営業の
移動時間が
読めない

通勤ラッシュが
ひどく、出勤時間を
ずらしている

道路が狭くて
すぐ渋滞する

片側一車線で
詰まる

バイパスも
混むように
なってきた

従業員も
親の送迎で
時間を取られる

免許返納後の
移動支援が
十分でない

郊外の道も
朝夕は混むように

なった

通勤時間帯の
渋滞が年々

ひどくなっている

観光の車が多くて、
休日は出かけにくい

ネットが
使えない人は
置き去り

どのバスが
どこを通るか
分からない

路線やダイヤの
変更を市民が
知らない

住民が出かけにくい

観光客の車で
道が混み、
地元のバスが
使いづらい

外国人向けの
交通案内が少ない

前例があるものを
維持が優先

内部調整に
時間がかかり

外部の速度不一致

制度が硬くて
動かない

一度補助金を
つけた事業は
簡単に切れない

制度変更＜現場で
やりくりして対応

市民からの
要望も少ない

国道や県道は
市で手を
出せない

鉄道は
JRの管轄で、
市として

関与できない

老朽化した
道路が多いが、
予算が限定的

道路補修に
使える

予算が少ない

道路補修が
後回し

舗装は
傷んでいるが

大きな危険がないと
A後回し

修繕依頼は多いが、
優先順位を
つけて対応

舗装を直しても
すぐ傷む地域が

ある

市内でも
舗装の状態に差。
郊外は特に悪い

市道は数が多く、
すべてを
維持できない

市が関われるのは
駅前整備くらい

過去に作った
仕組終了の
判断ができない

国の補助に縛られ、
地域ごとの設計が

不可

住民説明に
時間がかかる

やめると反対がくる

情報発信が弱い

公共交通で
行けない場所が

多い

観光と生活交通を
どう分けるか
難しい

観光客も
車で来るから
休日は道路が
混む

デマンド交通を導入
も、使い方を知らない

高齢者にネットの情報
が届かない

利用減少で
採算合わず、
減便

バスの
運転手が足りず、
便を維持できない

交通費高騰で
生活困窮世帯が
増えている

学区統合により
通学距離が
伸びている

地域の
助け合いが減り、
行政への相談増

夜や休日の便は
ほとんど利用がなく、
続けられない

路線再編に
高齢者の
反対多い

支援したいが
補助枠に限り

道路の老朽化で
拡幅が難しい

10～15分ずらせば
渋滞緩和効果を
期待できる

道路整備が
追いつかず
慢性的な渋滞

デマンド交通も
エリアが
限られている

高齢者の事故増、
返納後の
生活不安

地域ごとに
ルールが違いすぎて
運用が難しい

既存事業者の
調整が必要で
新交通入れにくい

観光地
（鞆の浦など）への
交通が混む

観光地までの
アクセスが悪い

法改正を
待たないと
できないことが

多い

新仕組み導入に
時間を要する

行政が
支援をやめると
地域活動が
止まる

商店が減って
税収が下がっている

高齢化で
担い手がいない

若者が
活動する場や

コミュニティがない

郊外人口減と
中心空洞化が
進む

駅周辺の
企業が減った

地域の声を
聞いても、
実行する人が
いない

補助金に
頼る活動が多く、
自主財源が
育たない

補助制度が
毎年変わり
計画難

単年度予算でしか
支援が出ない。
継続できない

行政判断が遅れ、
現場が疲弊している

観光地
駐車不足で

住宅街に車流入

デマンド交通導入も
運転手不足

制度上、
民間ライドシェア
導入が難しい

赤字でも
高齢者の足として
維持必須


